
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２２年 ５ 月２２日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

研究成果の概要： 

本研究の目的は脳血管性障害における神経細胞・神経線維の障害程度を定量的に評価し、さ

らにその後の回復過程を画像化することである。 

拡散テンソル画像を応用することにより神経線維を描出することが可能となった。また脳灌

流画像においては、定量化を確立した。経時的評価を行うことにより、神経機能回復を客観的

に評価する手法を確立した。 
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研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：外科系臨床医学・脳神経外科学 

キーワード：MRI、神経画像診断学、脳卒中 
 
１．研究開始当初の背景 

本邦において脳血管性障害は常に死亡原

因の上位を占め、要介護原因の常に第一

位である。臨床的には脳神経外科手術が

施行される場合も多いが、その適応・有

効性・神経損傷後回復過程メカニズムに

関しての科学的な解明は今なお進んでい

ない。近年画像診断装置が発達し、特にM

RIを用いることにより、単に解剖学的情

報のみならず、神経細胞機能・神経線維

障害程度・脳循環予備能までも定量的に

評価することが可能となった。今回の研

究では、脳血管性障害における神経細

胞・神経線維の障害程度を定量的に評価

し、さらにその後の回復過程を画像化す

ることが可能と考えるに至った。 

 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は脳血管性障害における神経
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細胞・神経線維の障害程度を定量的に評価し、
さらにその後の回復過程を画像化すること
である。 
 
３．研究の方法 
MRI 装置は超高磁場 MRI 研究施設の 3.0Tesla 
MRI 装置を使用した。頭部コイル・表面コイ
ルを用い、拡散テンソル画像を撮像し錐体路
を描出する。脳内出血症例では血腫近傍・血
腫の中枢側・血腫の末梢側に ROI をおき、FA
値を計測した。また、脳梗塞症例での撮像で
は急性期から慢性期にかけての大脳・小脳の
脳血流量・脳血液量を定量的に評価した。特
に機能予後との相関を造影剤使用による脳
灌流画像で評価した。症例数は出血性・虚血
性病変それぞれ 30 例とした。 
 
４．研究成果 
拡散テンソル画像に関しては、従来の撮像シ
ーケンスを見直し、本研究の目的に最適化し
たシーケンスを独自に開発した。スライス数
をこれまで3.5mm程度であったものを、脂肪
抑制を併用することにより、1.6mmにまで薄
くすることに成功した。このことにより、拡
散テンソル画像において、等方ボクセルサイ
ズでの近似３D撮像を行うことができるよう
になり、脳内出血症例は後頭蓋窩病変症例な
どの、これまではアーチファクトで評価困難
であった症例においても、神経線維を描出す
ることが可能となった。さらにEPI法に加え、
PROPELLER法を応用し、アーチファクト軽減
・信号雑音比向上を達成した。 
 脳灌流画像においては、これまでの研究か
ら脳血管障害症例での最適条件はほぼ確定
したので、臨床症例に応用した。具体的には
脳主幹動脈閉塞症例を中心に、血行再建術前
後に脳灌流画像を撮像し、T1値を同時に撮像
することにより、定量化を行った。最終的に
、放射性同位元素を用いた手法と比較しその
精度を確認した。 
 経時的評価を行うことにより、神経機能回
復を客観的に評価する手法を確立した。 
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